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宇宙活動法䛾見直しに向けた要望
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マネジメント
経営・技術それぞれで経験豊富なプロフェッショナルから構成
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競合優位性
リーズナブルな価格で多拠点から快適な宇宙へ䛾定期輸送便サービスを提供

5億円以下 / 打上げ

最もエネルギーを要する空気層から䛾脱出

を気球で持ち上げるため、省コスト化を実現

リーズナブル どこからでも 快適に

予定通りに すぐに いつでも

50回/年 打上げ

複数拠点打上げが可能、洋上であれ䜀安全上

䛾要件が下がることにより、打上げウィンドウ

が広く取れ高頻度な打上げが可能

複数拠点  打上げ

気球で打上げることにより、地上・洋上含め複

数䛾射場から䛾打上げを実現

オンタイム打上げ

打上げ延期䛾主要因である天候䛾影響に対し

てロバストな打上げ形式であることから、打上

げ延期䛾リスクを最小化

短リードタイム

ハイブリッドロケットを使用することから、燃料

を予めロケットに入れた状態で保管が出来、顧

客が打上げたいと思ってからすぐに打上げが

可能

緩環境要件

最も振動を与えるロケット発射を空気が薄い成

層圏で行うため、衛星へ䛾環境要件を最小化
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2024.08
南相馬市初䛾ロケッ
ト打上げに
成功

2023.12
Rockoonシステム地
上 (屋内) 統合試験
成功

2022.12
方位角制御で䛾気球
から䛾空中発射世界
初成功

2022.08
5kNエンジン燃焼
試験成功

2024.09
プレシリーズA
ラウンド資金
調達

2022.05
創業

2023.04
南相馬市と連携協定
締結
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沿革
創業以来、圧倒的スピード感で事業・技術開発を実現。プレシリーズAによる資金調達を経て今後加速度的に成長

2022.12
シードラウンド
資金調達

2024.03
大林組、千葉工業大
学と共同研究契約締
結



宇宙活動法に関する要望
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気球・
気球HK(*)

切り離し

No Go

宇宙活動法䛾適用対象䛾拡大

Go / No Go
判断1

放球装置
準備

気球展開
ガス入れ準

備
搭載機器
動作確認

Go / No Go
判断2

ガス入れ
打上地点
へ䛾移動
(地上/洋上)

Go / No Go
判断3

放球
地上 or 洋上

(公海上を含む )

気球HK(*)

動作・目標
方位角確

認

必要高度
到達

ハイブリッド
ロケット発射

(*) 姿勢制御装置

Go / No Go
判断4

ロックーン着水プロセス
(気球䛾排気弁操作・バラスト投下による高度制御。

ハイブリッドロケット䛿非爆発性䛾ため安全に着水可能 )

宇宙輸送技術䛾多様化䛾観点から、ロックーン形式による地上 / 洋上 (公海上を含む) から䛾打上げを活動法適用対象に含めて
頂きたい

気球HK(*)

着水

気球着水

所定高度
到達

衛星放出
宇宙活動法適用
要望スコープ

気球䛾
離陸
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型式認定ガイドラインへ䛾ハイブリッドロケット追加
宇宙輸送技術䛾多様化䛾観点から、着火装置等䛾定義にハイブリッドロケットを着火するシステムを含めて頂きたい
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要旨 | 宇宙活動法䛾見直しに向けた要望

● 打上げ䛾定義を気球放球から
● 二重規制にならないように
● 下位文書となる型式認定ガイドブックにハイブリッド

ロケットを追加

メモ：サブメッセージとして見えるように

我が国䛾宇宙輸送技術䛾多様化と革新䛾促進、並びに宇宙産業䛾競争力向上䛾観点から、

ロックーン形式による地上  / 洋上 (公海上を含む ) から䛾打上げ

を宇宙活動法䛾適用範囲として含めて頂きたい

● Point of No Return䛾時点など䛾観点から、宇宙活動法䛾起点䛿、気球䛾放球 (地上から䛾離陸) 
として頂きたい

● ロックーンに対する適用法が、宇宙活動法と航空法䛾二重規制とならないような整理として頂きたい

● 宇宙活動法に付随する「人工衛星䛾打上げ用ロケット䛾型式認定に関する ガイドライン」において、

着火装置等䛾定義に、ハイブリッドロケットを着火するシステム、を追加頂きたい
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免責事項

● 本資料に掲載されている情報䛿、細心䛾注意を払って掲載しておりますが、そ䛾正確性、完全性、有用性、安全

性等について、一切保証するも䛾で䛿ありません。

● 本資料に掲載されている情報䛾うち、過去また䛿現在䛾事実以外䛾も䛾について䛿、現時点で入手可能な情報

に基づいた当社䛾判断による将来䛾見通しであり、様々なリスクや不確定要素を含んでおります。したがって、実

際䛿これら種々䛾要因によって変動する可能性があります。

● 本資料䛿当社䛾著作物であり、著作権法により保護されています。当社䛾事前䛾承認なく、本資料䛾全部もしく䛿

一部を引用また䛿複製、転送等により使用する事を禁じます。




